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なったという意見も聞かれていました。そして特に印
象に残った事例の一つは「闘病中の児に母親が付きっ
きりになり、残された兄弟はなかなか母親に会えず久
しぶりに会えたのは児が亡くなった時の霊安室だっ
た。母に会えた喜びで笑顔がこぼれたら母親に怒ら
れ、今でも心の傷として残っている」という話でした。
この事例では母親へのインタビューもとれており、そ
れによると今では反省し、怒った事の自責の念に駆ら
れているとの事。闘病中、親の気持ちは患児に集中し
てしまい、他の兄弟との問に距離ができてしまいがち
なのかもしれません。その現状に気付き橋渡しをする
役割が看護師にはあると考えさせられました。患児と
面会に来る両親とは日々関わるため気に掛けやすい
ですが、家で残された兄弟は見落とされがちです。
ディスカッションの時「患児の入院の際、残された兄
弟にどのように話をしてきましたかと両親に一声掛
けるだけでも意識が違う」との意見もありました。患
児や両親だけでなく兄弟を含めフォローすることが
家族看護なのだと改めて学び、家族の誰かが入院した
らその時点で家族を再構築するべきであり、看護師は
家族全体を捉え、そして親・兄弟と順々にケアする役
割があることを忘れてはいけないと考えさせられま
した。
　患児の心のケアはもちろんのこと、家族ケアの必要
性は各国の人たちも述べていました。ノルウェーの現
役看護師の一人は、入院しても子どもたちにはなるべ
く家と同様の環境を与えるために面会者の制限はし
ない。両親・兄弟・友達みんな面会を許可する、それ
が亭亭にとっても家族にとっても心の安定につなが
るとの考えを持って看護していると話していました。
現在、わが病棟では面会制限をしています。SIOPで、
それは誰の目線からの決まりなのかなど指摘され、考
えさせられる場面もありました。
　このように今回のSIOP参加では、世界各国の看護
の現状と看護師の考えを知ることができ、また、自分
自身の看護観を深める機会となりました。臨床の場で
この経験を生かして家族を含めた看護ケアを行なっ
ていこうと思います。
　最後に、このような貴重な機会を与えて頂いたこと
に感謝し、関係者の方々にお礼を申し上げます。
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はじめに
　平成19年6月28日から7月1日までスウェーデ
ン・ストックホルムにて第13回国際頭痛学会が開催
され、この会議において「良性発作性頭位性めまいに
伴う頭痛の臨床的特徴についての疫学的研究」を発表
する機会を大川奨学金にていただいたので、ここに報
告する。
研修目的
　頭痛専門医として日々の頭痛診療に携わる身とし
て、国際学会で議論されている頭痛の基礎研究・臨床
研究の最新の知識を習得するとともに、自らの頭痛診
療から得られた疫学的研究成果を報告し、意見交換を
行うことを目的とした。
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研修内容
　最近片頭痛とめまいとの関連性が国際的にも話題
となっており、良性発作性頭位凍めまいと思われるめ
まいの中にも片頭痛が潜んでいるのではないかなど
が主な議論の一つとなっていた。今回の研究発表はこ
れとは別に、良性発作性頭位性めまいと思われる患者
において、国際頭痛分類第2版（ICHD－2）には掲載
されていない、片頭痛とは異なる軽度の緊張型頭痛に
類似した頭痛が認められることを発表した。現地時間
で2007年7月30日午前10時から12時のポスター
セッション2－Dにおいて研究発表を行った。研究発表
の内容を以下に示す。
　（目的と方法）良性発作性頭位性めまいに頭痛を伴
う例は臨床上よく経験される。文献にも記載がある
が、ICHD－2には二次性頭痛としては未掲載である。
良性発作性頭位性めまいに伴う頭痛の合併頻度・性
状・部位などについて、2002年9月から2004年10月
までの約2年間の外来および入院患者のカルテを用
いて調査した。
　（結果）良性発作性頭位息めまい患者387例中67
例（17。3％）（男性22例、女性45例、全体平均年齢55．4
歳）で、頭痛がめまいに前後して起こり、めまいの改
善と伴に軽快していた。後頸部の張る感じ、重い感じ、
前額部の重い感じ、頭全体が鈍く痛い等、緊張型頭痛
の性状に似た頭痛であった。全67例のうち19例は既
往に緊張型頭痛の既往歴があったが、48例は以前に頭
痛経験のない症例であった。
　（結論）良性発作性頭位性めまいに伴う頭痛は比較
的頻度が高いが、二次性頭痛の概念として確立されて
いない。良性発作性頭位性めまい患者の主症状はめま
いで頭痛は軽度であるため、めまいに頭痛を伴ってい
るか否か、積極的な問診がなされないと見逃される可
能性がある。良性発作性頭位戒めまいにの診療に際し
ては、頭痛に関する十分な観察と注意が必要である。
　この発表に対して、これは「片頭痛ではないのか？」、
「良性発作性頭位留めまいに関連する頭痛の発症機序
をどのように考えているか？」などの質問があり、前者
に対しては「性状や特徴から片頭痛の診断基準を満た
さず、別の頭痛であると考えられる。」、後者に対して
は「頸部筋群の緊張状態と前庭系の反射との関連性を
推測しているが、本研究の範囲では十分な検討はなさ
れていない。」と言うような討論が行われた。
　以下に参考に発表時のポスターの原文を掲載いた
します。
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Summary
　We　sometimes　experience　patients　complaining　of
benign　paroxysmal　positional　vertigo　（BPPV）　and
headaches　simultaneously．　But　ICHD－2　does　not　clas－
sify　secondary　headaches　accompanied　with　BPPV．　ln
this　point，　we　studied　the　records　of　outpatients　and
inpatients　in　our　hospital　for　two　years；　from　Septem－
ber　2002　to　October　2004．　We　experienced　387　patients
with　BPPV．　Of　these　patients，　67　patients　（17％o　of
whole　BPPV　patients，　22　males　and　45　females，　the
average　age　is　55．4　years　old）　had　a　headache　within　a
few　days　before　or　after　they　had　vertigo．　AII
headaches　subsided　within　a　few　days　before　or　after
vertigo．　The　characteristics　of　these　headaches　are　very
similar　to　those　of　tension－type　headaches．　Further－
more，　48　out　of　the　67　patients　had　not　experienced　a
tension－type　headache　pri　or　to　a　BPPV　attack．　We
recommend　that　the　relationship　between　BPPV　and
headaches　is　mentioned　in　the　ICHD－2．
Obj　ective
　We　sometimes　experience　that　patients　with　benign
paroxysmal　positional　vertigo　（BPPV）　complain　about
neck　pains　and　or　headaches．　Several　articles　have
mentioned　it，　but　ICHD－2　does　not　classify　secondary
headaches　accompanied　with　BPPV．　ln　this　study　we
investigated　the　frequency　and　characteristics　of
headaches　accompanied　with　BPPV．
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Methods
　　We　studied　the　records　of　outpatients　and　inpatients
in　our　hospital　for　two　years；　from　September　2002　to
October　2004．　We　revealed　the　accompanying　fre－
quency　and　detailed　characteristics　（location，　duration
and　intensity）　of　the　headaches　associated　with　BPPV．
Results
　　We　experienced　387　patients　with　BPPV．　Of　these
patients，　67　patients　had　a　headache　within　a　few　days　of
vertigo．　Most　of　them　complained　of　a　dull　neck　pain，
dull　frontal　headache　or　bilateral　generalized　headache．
Frequently　their　chief　complaint　was　vertigo，　so　we　had
to　ask　for　the　existence　of　a　headache．　The　headaches
were　very　mild　and　without　laterality　like　a　tension－type
headache．　Fuithermore，　19　out　of　the　67　patients
originally　had　a　tension－type　headache，　while　48
patients　had　not　experienced　it　prior　to　a　BPPV　attack．
Additionally，　our　results　reveal　that　all　headaches　sub－
sided　within　a　few　days　of　recovery　from　venigo．
Conclusion
　　In　conclusion，　our　study　has　revealed　that　there　is　a
correlation　between　BPPV　and　headaches．　However，　it
has　not　been　well　established　as　a　concept　of　a　secondary
headache．　We　strongly　recommend　that　the　relation－
ship　between　BPPV　and　headaches　is　mentioned　in　the
ICHD－2　to　further　assist　doctors　with　their　diagnosis　of
future　patients．
Results　1
丁目e　number　of　patients　who　had　benign　paroxysmal
positional　vertigo　（BPPV）：　387　patients
The　number　of　patients　who　had　a　headache　within　a
few　days　before　or　after　vertigo：　67　patients＊
＊170ro　of　all　BPPV　patients；　22　males　and　45　females．
The　average　age　is　55．4　years　old
Results　2
Past　history　of　headaches：
　　　　　　Yes　19　patients
　　　　　　No　48　patients
Which　preceded　；　headache　or　vertigo　？
　　　　　　Headache　19　patients
Vertigo
Simultaneously
Vari s
16　patients
29　patients
　3　patients
Results　3
The　number　of　patients　who　agree　that　headaches　and
vertigo　occur　almost　simultaneously：
　　　　　　Yes　60　patients
　 　　　　No　O　patients
　　　　　　No　answer　7　patients
The　number　of　patients　who　have　a　headache　every　time
they　come　to　our　hospital　while　suffering　from　vertigo：
　　　　　　Yes　57　patients
　　　 　 No　10　patients
Results　4
Laterality　of　headache：
　　　　　　Unilateral　10　patients
　　　　　　Bilateral　57　patients
Location　of　headache“：
　　Shoulder　9　patients　Occipital　14　patients
　　Neck　16　patients　Frontal　3　patients
　　Generalized　12　patients　temporal　7　patients
　　Zujyukan“＊　16　patients　Unknown　12　patients
＊　Some　patients　repoited　having　a　headache　in　more
　　　than　one　area　simultaneously．
＊“　Customary　in　Japan，　this　is　described　as　a　very　mild
　　　generalized　headache．
Result　5
Characteristic　of　headache
　　　　　　Dull　pain　66　patients
　　　　　 Pulsating　1　patient
おわりに
　　今回スウェーデンで他国の頭痛研究者といろいろ
意見交換をするという貴重な経験に加え、スウェーデ
ンの自然・大地・土地柄などについても勉強になりま
した。特に白夜を体験したことは学会発表と同様に貴
重な経験となりました。良性発作性頭位性めまいの研
究に関しては、まだまだ不十分な点もあり、今後より
いっそう検討を加え、更に国際的に発信していくこと
をめざしております。最後にこのような貴重な研修の
場を与えてくださり、多大なご協力をいただいた関係
者の方々に深く感謝申し上げます。
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